
（団体名：沖縄県）

成果

目標

No

達成予定

年度

中間評価

年度

対象事業

（事業計画上の

No）

成果指標 単位

目標値目標値目標値目標値（（（（基準値基準値基準値基準値））））

※「達成年度」もしく

は、「中間評価年度」

がH23となっている場

合のH23の目標値

　達成値達成値達成値達成値（（（（実績値実績値実績値実績値））））

※「達成年度」もしく

は、「中間評価年度」

がH23となっている場合

のH23の実績値

目標達成度（％）

（実績値/目標値）×100

成果（達成値、目標達成度）の検証

自由裁量の

拡大の状況

予算執行の効

率化の状況

備　考

（指標1）

装置の充実

化、更新が

完了した県

立高校の数

校 10 10 100.0

○事業を計画通りに整備でき、産

業教育における設備の充実が図ら

れた。

(指標2）

老朽化した

装置の更新

が完了した

施設

箇

所

1 1 100.0

○ロボット制御学習装置、ビデオ

プロジェクタ・ＡＶ装置の更新を

行うことで、県内専門高校の生徒

や教職員に対し、先端技術装置に

関する研修・講座等がより行える

ようになった。

（指標1）

生徒増によ

る校舎等の

新増築を実

施した県立

高等学校の

数

校 1 1 100.0

○本事業での屋内運動場の整備に

より、県立高等学校の教育環境の

向上が図られた。

（指標2）

構造上危険

な校舎等の

危険改築を

実施した県

立高等学校

の数

校 11 11 100.0

○本事業で昭和56年度以前に建築

された構造上危険な状態にある老

朽校舎を改築することにより、県

立高等学校の安全性の改善が図ら

れた。

9 H25 H23

　　　　Ｇ

（No.1のうち、

国道505号 呉我

工区 外10路線

（街路事業を除

く））

道路の整備

率

％ 43 52 120.9

○当初見込んでいなかった用地が取得

できたため、目標の率を超えて整備す

ることができた。

○西表島の唯一の幹線道路である白浜

南風見線の整備より、島内の観光拠点

へのアクセスが改善された。

変わらない 変わらない

・目標設定時の値  0%（H21）

・最終目標値　　 84%（H25）

10 H25 H23

　　　　Ｇ

（No.1のうち県

道153号線外1路

線 外9路線（道

路事業を除く）

及びN0.2,3）

歩行空間の

整備率

％ 36 60 166.2

○目標達成度が大きく、目標とする歩

行空間の整備が確実に進捗していると

評価できる。

○例として県道48号線(南城市大里稲

嶺)の交差点改良及び歩道設置等対策

工事の実施により、歩行者の安全性の

向上が図られた。

変わらない 変わらない

・目標設定時の値  0%（H21）

・最終目標値　　 63%（H25）

・社会資本総合整備計画の「歩行者の安全歩

行を確保する道路整備」計画に位置付け、社

会資本整備総合交付金で実施する同整備計画

の対象事業と一体となって目標を達成する。

11 H25 H23

Ｇ

（No.4,5）

道路の危険

箇所の解消

率

％ 49 50 102.0

○目標を達成しており、道路の危険箇

所の防災対策が進捗していると評価で

きる。

○国道331号(名護市大浦～東村平良)

の法面崩壊等の危険箇所における対策

工事実施により、道路の防災対策の推

進が図られた。

変わらない 変わらない

・目標設定時の値  0%（H21）

・最終目標値　　 93%（H25）

・社会資本総合整備計画の「安心できる暮ら

しを構築する道路整備」計画に位置付け、社

会資本整備総合交付金で実施する同整備計画

の対象事業と一体となって目標を達成する。

※成果目標Noは、平成24年2月に公表した「平成23年度地域自主戦略交付金に係る成果目標」の番号と一致

　歩道未整備箇所への歩道設置・幅員の狭い歩道の

拡幅等による歩行者と車両の分離、ガードレール等

の交通安全施設の設置・修繕等の整備を推進し、歩

行者の安全性の向上を図る。

　台風や梅雨等の集中豪雨により、崩壊の恐れがあ

る道路の危険箇所の防災対策を推進し、災害等を未

然に防止する。また、耐震性の向上等、安心できる

暮らしを構築する道路の整備を図る。

成果目標（H23設定）

平成23年度　沖縄振興自主戦略交付金に係る事業評価表

C－4

（No12～26）

変わらない

・文部科学省事業による施設整備計画でも設

定済みの目標。

　沖縄観光の新たな魅力の創出を図る社会基盤とし

ての港湾・空港・都市モノレール等と一体となった

道路の整備を推進し、景観を考慮した観光拠点への

アクセス、ホテル等の宿泊施設への円滑な交通の確

保を図るとともに、産業・経済活動等を支援する。

3

県立高等学校の新増改築

①生徒増による校舎等の新増築の実施

②構造上危険な校舎等の危険改築の実施

H24 H23

変わらない 変わらない

変わらない

1

県立高等学校の産業教育施設整備

①南部農林高校他9校,22装置の整備

・学科改編に伴う特別装置の充実（1校、4装

置）

・装置の老朽化に伴う更新 　　（9校、18装

置）

②産業教育共同利用施設1箇所、2装置の整備

・装置の老朽化に伴う更新（1箇所、2装置）

Ｈ23 －

C－1

（No1～11）



※当該一覧には、評価年度が到来した成果目標（「平成23年度地域自主戦略交付金に係る成果目標」において達成予定年度又は中間評価年度が平成23年度となっているもの）のみ掲載


